






⑭⾃由記述
（感想）

（要望）

テーマにする疾患の選び⽅は今年のように治療満⾜度が低い疾患全体から選べる⽅が良いと思う。
調査対象の疾患の⾃由度が⼤きかったので調べやすかった。
今回のように病気の範囲を狭くしなことは、思いもよらない病気を対象にできるためおもしろいと思う。
創薬プロジェクトに参加して、創薬するにはたくさんの知識が必要だということが分かって良かった。
準備が想像以上に⼤変だったが、先⽣⽅のサポートもあって発表までたどりつけて良かった。グループでたくさん意⾒を出し合い、試⾏錯誤しながら、⾃分達で新たな化合物を発案できたことが嬉しかったし感動した。少しでも、創薬ってこ
んな感じなのかなという感覚が味わえたのでよい経験になったと思う。
⾃分たちで考え、進めていくことはとても⼒になったと思う。
負けてしまいましたが、将来どのように創薬について考え、どう⾏動していくかに関してとても参考になりました。協⼒していただいた先⽣⽅、ありがとうございました。
進路に迷っていたので、その指針として、また、⾃分の可能性を試すという意味でも⾮常に有意義な演習だった。開講時期が中間テストなどと被り、集中して演習に取り組みにくかった点は残念だったが、企画は本当によかったので、これか
らも続けてほしい。
今までぼんやりしていたイメージがはっきりして、⾃分ができること、出来ないことがよく分かって勉強になった。
創薬プロジェクトは将来とても役⽴つものだと思いました。この演習の良かった点は様々な先⽣⽅、先輩⽅とお話ができたことだと思います。

様々な先⽣とお話しできたことが良かったです。

ある程度、疾患を絞った⽅が疾患を１つに決めた時全員がある程度知識のある状態でスタートできると思う。
両チームの先⽣の介⼊度だったりすすめ⽅にもう少し基準があった⽅が学⽣にとって平等だと感じます。
このプロジェクトの前に、担当教員のスケジュール（いつなら質問しに⾏けるか、アポが必要か）などを教えていただけるともっとやりやすいと思った。


